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会員制度  
一般社団法人日本エコツーリズム協会（JES）の活動に賛同し、
エコツーリズムの普及・推進に一緒に取り組む法人会員・個人
会員を募集しています。

法人会員　企業・団体名
NPO	法人赤目四十八滝渓谷保勝会 /奄美群島エコツーリズム推進協議会 /岩手県二戸市/合資会社浦内川観光 /ANA	セールス株式会社 /一般社団
法人エコロジック/愛媛県 /	愛媛ダイビングセンター/NPO	法人奥入瀬自然観光資源研究会 /一般社団法人小笠原村観光協会 /	NPO法人おきなわ
環境クラブ/沖縄県環境部自然保護・緑化推進課 /株式会社風の旅行社 / 環白神エコツーリズム推進協議会 /一般財団法人休暇村協会 /株式会社グ
ローバルユースビューロー/小岩井農牧株式会社 /株式会社コスモスイニシア/株式会社	五千尺 /サービス・ツーリズム産業労働組合連合会 /株式会社
ジェーシービー/株式会社	JCBトラベル/一般財団	法人自然公園財団 /株式会社	JTB	/ 株式会社	JTBガイアレック/	JTB	協定旅館ホテル連盟 /	JTB	グ
ループ労働組合連合会 /株式会社	JTBコミュニケーションテデザイン/株式会社	JTB	メディアリテーリング/一般社団法人全国旅行業協会 /全日本
空輸株式会社 /大山山麓・日野川流域観光推進協議会 /谷川岳エコツーリズム推進協議会 /株式会社	知多半島ナビ / 東京都 / 東京都小笠原村 /公
益財団法人東京観光財団 / 東武トップツアーズ株式会社 /鳥取県大山町/富山県上市町/公益財団法人名古屋市民休暇村管理公社 /公益社団法人
日本観光振興協会 /日本航空株式会社 /公益財団法人日本交通公社 /	公益財団法人日本修学旅行協会 /公益社団法人日本ナショナル・トラスト協
会 /	NPO法人日本ヘルスツーリズム振興機構 /株式会社日本旅行	/一般社団法人日本旅行業協会 /濃飛乗合自動車株式会社 /株式会社博報堂 /八
幡平リゾート株式会社 /ハワイ州観光局 /東近江市エコツーリズム推進協議会 /東日本旅客鉄道株式会社 /	NPO	法人飛騨小坂	200	滝 /株式会社ピッ
キオ/株式会社フィールド&マウンテン/福島県北塩原村 /富士急行株式会社 /ベルトラ株式会社 /北海道弟子屈町/マカオ政府観光局 /	Mt.6	/ 一
般社団法人松本観光コンベンション協会 /株式会社未来政策研究所 /宮崎県串間市/特定非営利活動法人森のこだま /株式会社モンベル /	YaH	株
式会社 /公益財団法人屋久島環境文化財団 /株式会社八ヶ岳登山企画 /やったろうde高島 /一般財団法人ロングステイ財団	（2020 年 5月末時点）
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日本エコツーリズム協会の概要

　本誌掲載記事・写真・イラストの無断転載を禁じます。

JAPAN ECOTOURISM SOCIETY

役員  

会員の種類 年会費

法人会員 50,000 円（入会金 50,000 円）
個人正会員 10,000 円（入会金 1,000 円）
学生会員 2,000 円（入会金免除）

会員種別の特典等については弊協会HPをご覧ください。

　　活 動 報 告

2019
（2019年 4月1日より2020年 3月31日までの活動）

表紙写真
上：やったろうde 高島（インストラクターが素潜りで体
験の様子を海中より撮影）
下：濃飛乗合自動車株式会社（レールマウンテンバイク
ガッタンゴー。当社の着地型旅行商品「気ままなバス旅」
の中で一番人気のツアーで、現在は年間約 1,000 名の
方にご利用いただいております。この写真は、このツアー
を設定するために当社の社員と下見に行った時の記念
すべき写真です。）

季刊 旅から始まるエコとの出会い Travel meets Eco
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＜観光関連＞
阿部宗広	 （一般財団法人自然公園財団	専務理事）
有野一馬	 （一社全国旅行業協会	専務理事）
越智良典	 （一社日本旅行業協会	事務局長）
久保田穣	 （公益財団法人日本観光振興協会	副理事長）
河本利夫	 （一般財団法人休暇村協会	理事長）
田島幸郎	 （一般社団法人日本エコツーリズム協会事務局長・理事）
立谷光太郎	（株式会社博報堂	顧問）
丸山隆司	 （KNT-CTホールディングス株式会社	代表取締役会長）
原　優二	 （株式会社風の旅行社	代表取締役）
二木　真	 （日本航空株式会社	宣伝部部長）
堀内光一郎	（富士急行株式会社	代表取締役社長）
堀坂明弘	 （株式会社日本旅行	代表取締役社長）
山田桂一郎	（JTIC.SWISS	代表）

＜研究者＞
石森秀三	 （一般財団法人北海道歴史文化財団	北海道博物館館長）
海津	ゆりえ	（文教大学国際学部	教授）
小林寛子	 （東海大学経営学部	教授）
下村彰男	 （國學院大學研究開発推進機構・新学部設置準備室	教授）
下休場千秋	（北海道大学観光学高等研究センター	教授）
辻野啓一	 （流通経済大学社会学部国際観光学科	特任教授）
橋本俊哉	 （立教大学観光学部	教授）
真板昭夫	 （株式会社未来政策研究所	顧問）
安田亘宏	 （創造開発研究所　フェロー・主席研究員）
渡邉綱男	 （一般財団法人自然環境研究センター	上級研究員）

（2020年 5月末時点・敬称略・五十音順）　

名誉会長	 愛知和男
	 （元環境庁長官、元衆議院議員、日本介護事業連合会会長）

会長	 田川博己（株式会社 JTB代表取締役会長）
副会長	 高梨洋一郎（株式会社ツーリズムワールド代表取締役）

【理事および運営役員】
＜地域の団体、事業者＞
伊藤延廣	 （NPO法人裏磐梯エコツーリズム協会	理事）
江崎貴久	 （有限会社オズ海島遊民くらぶ	代表取締役）
楠部真也	 （株式会社ピッキオ	代表取締役）
坂元英俊	 （一般社団法人地域観光研究所	代表理事）
新谷雅徳	 （一般社団法人エコロジック	代表理事）
高峰博保	 （株式会社ぶなの森	代表取締役）
開　梨香	 （株式会社カルディベイト	代表取締役）
松田光輝	 （株式会社知床ネイチャーオフィス	代表取締役）

＜地域の団体、事業者＞
松本　毅	 （有限会社屋久島野外活動総合センター　代表取締役）
吉見精二	 （一般社団法人エコツーリズム協会しが　企画理事）
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JES のミッション

『人づくり』人材養成事業
『機運づくり』有識者派遣
『ネットワークづくり』地域や企業などの連携
『環境づくり』実践者サポート



 

　

２
０
１
９
年
度
は
、
新
た
な
時
代
に
向
け
た
体
制
整
備
の
充
実
を
軸

と
す
る
と
と
も
に
協
会
の
求
心
力
と
遠
心
力
の
強
化
を
果
た
す
べ
く
、
航

空
・
旅
行
業
界
を
中
心
に
協
会
の
考
え
方
を
共
有
す
る
こ
と
を
活
動
の

柱
に
据
え
て
展
開
し
た
１
年
で
し
た
。

　

特
に
、
12
月
に
開
催
し
た
20
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
そ
の
集
大
成

と
し
て
延
べ
４
０
０
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
協
会
の
今

ま
で
の
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
目
指
す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
い
、
多
く
の
賛
同
を

得
て
「
大
会
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
を
迎
え
新
た
な
10
年
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
の
拡
大
や
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
の
多
発

な
ど
、
地
球
の
環
境
課
題
に
起
因
す
る
事
象
が
世
界
規
模
で
蔓
延
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
際
市
場
は
国
連
の
目
標
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
本
格

的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
市
場
の
動
き
や
要
望
に
遅
れ
る

こ
と
な
く
、
本
協
会
と
し
て
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
環
境
課
題
へ
の

取
り
組
み
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
貢
献
度
を
周
知
徹
底
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
業
の
世
界
に
お
い
て

も
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
と
い
う
志
を
同
じ
く
し
た
様
々
な
企
業
が
参

加
し
た
新
た
な
枠
組
み
が
誕
生
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
て
協

会
と
し
て
も
一
層
の
発
言
権
を
得
る
よ
う
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
制
度
の

一
層
の
推
進
に
加
え
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
新
時

代
へ
向
け
た
普
及
啓
発
に
関
し
て
協
会
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
協
会
の
活
動
を
よ
り
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

た
め
、
学
生
の
育
成
・
教
育
に
力
点
を
お
き
次
世
代
へ
の
責
任
も
果
た
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

観
光
は
本
来
、
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
は
延
べ

６
億
人
の
人
の
動
き
や
約
28
兆
円
の
直
接
経
済
効
果
な
ど
大
き
な
武
器

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
力
を
ベ
ー
ス
に
、
感
染
症
収
束
後
に
展
開
さ
れ
る
各
種
ツ
ー

リ
ズ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
日
本
型
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
よ
る
地
域
振
興
や
環
境
保
全
へ
向
け
取
り
組
み
を
深
耕
さ
せ
、
併

せ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
も
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
際
的
な
大
き
な
目
標
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
の
行
動
を
通
し
て
、
真
に
日
本
の
生
活
と
文
化
の
向
上
に
資
す
る

協
会
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日本エコツーリズム協会（ＪＥＳ）     のミッション
2020年度の方針

一般社団法人日本エコツーリズム協会
会長　田川博己

日 本 エ コ ツ ー リズ ム 協 会（Japan 
Ecotourism Society, ＪＥＳ）は、エコ
ツーリズムの理念を国内に普及し、一
人でも多くのエコツーリストを育てるこ
とを目的に 1998 年に設立されました。

沿革
1997 年 9 月
エコツーリズム推進協議会設立発起人会開催
1998 年 3 月
エコツーリズム推進協議会（JES）設立総会開催
2002 年 7 月
エコツーリズムの広がりとともに

「日本エコツーリズム協会」へと改名
2003 年 2 月
特定非営利活動法人（NPO 法人）として
内閣府より許可を得る
2009 年 4 月
ジェイアイ傷害火災保険の代理店として
エコツアー向け保険販売開始
2013 年 2 月
東京都知事登録旅行業　第 2-6622 号登録
2018 年 10 月
一般社団法人日本エコツーリズム協会設立

目的

ＪＥＳの目的・沿革

ＪＥＳの取り組み

ＪＥＳはエコツーリズムの普及を目指し多岐にわたる事業を展開しています。
本紙ではＪＥＳの取り組みを大きく下図のように４つに分けて2019 年度の活動を紹介します。

（地域や企業などの連携）

エコツーリズム推進に取り組む地域と、SDG ｓ
等に取り組む企業らが交流する場を設け、連携
を後押しする。

（実践者サポート）

優れた取り組みを表彰または推奨したり、エコツ
アー向け保険の提供、一般への普及啓発、消費
者ニーズの把握調査など、実践のための環境を
整える。

（人材養成事業）

ガイドを養成することを柱としつつ、行政や団体
など幅広い層への理解浸透を図り、エコツーリ
ズム推進の担い手を育てる。

（有識者派遣）

地域の実情にあった有識者を要望に応じて派遣
し、エコツーリズム推進の機運を醸成する。

エコツーリズムを仕組みとして地域に広め、定着させるために

・	エコツーリズムの普及促進　

・	地域振興、地域と共に創る
	 持続可能な観光の促進

・	観光による環境と文化への
	 社会的貢献
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日本エコツーリズム協会（ＪＥＳ）  のミッション
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エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
お
い
て
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
ガ
イ
ド
は
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
観
光
客
と
直
に
接
し
、
旅
先
で
長
い
時
間
を
共
に
す
る
ガ
イ
ド
は
、
観
光
客
の
地

域
に
対
す
る
満
足
度
を
高
め
る
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
自
然
資
源
に
新
た
な
価
値
を
加

え
、
資
源
の
保
全
と
利
用
の
両
立
を
図
る
担
い
手
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
２
０
０
５
年
か
ら
ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
た
め
の
講
習
会
を
、
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
も
と
に
各
地
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
講
習
会
の
修
了

者
は
約
１
４
０
０
人
で
す
。
本
項
で
は
２
０
１
９
年
度
に
実
施
し
た
講
習
会
を
も
と
に
、
内
容

や
講
師
陣
、
開
催
実
績
、
参
加
者
の
声
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

人づくり

4

目
指
す
ガ
イ
ド
像
へ
の
こ
だ
わ
り

　

Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
基
本
的
な
講
習
会
と
し
て
３
日

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
次
頁
の
表
）
を
設
け
て
い

ま
す
。
３
日
間
と
い
っ
て
も
、
１
日
目
は
午
後
ス

タ
ー
ト
で
２
日
目
は
終
日
、
３
日
目
は
午
前
中

で
終
了
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

こ
の
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
と
に
、
私
た
ち

が
目
指
す
ガ
イ
ド
像
の
育
成
に
向
け
、
地
域
の

実
情
に
あ
わ
せ
た
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

目
指
す
ガ
イ
ド
像
に
対
す
る
私
た
ち
の
こ
だ
わ

り
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
償
で
提
供
し
事
業

と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
ガ
イ
ド
で

す
。

　

そ
う
い
っ
た
思
い
か
ら
講
師
陣
は
ガ
イ
ド
を
業

と
し
第
一
線
の
現
場
で
活
躍
す
る
人
た
ち
で
す
。

知
床
や
尾
瀬
、
屋
久
島
、
熊
野
古
道
な
ど
自
然

豊
か
な
地
域
か
ら
里
山
、
里
海
ま
で
幅
広
く
、

地
域
の
背
景
に
あ
わ
せ
た
人
選
が
可
能
で
す
。

１
『
人
づ
く
り
』ガ
イ
ド
養
成
講
習
会
の
開
催

講
習
会
の
企
画

地
域
の
実
情
に
沿
っ
て

カ
ス
タ
マ
イ
ズ

　

地
域
に
よ
っ
て
は
基
本
編
を
開
催
し

た
後
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編
と
題
し
て
地

域
の
課
題
を
踏
ま
え
た
応
用
編
を
開
催

し
た
り
、
ガ
イ
ド
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
派
遣
し
既
存
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き
上
げ
を
組

み
合
わ
せ
る
な
ど
多
様
な
形
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
基
本
編
、
応
用
編
、
総
合
編
と
い

う
順
で
地
域
に
あ
っ
た
形
、
組
み
合
わ
せ
で
の
ガ

イ
ド
養
成
事
業
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

目指すガイド像

①	お客様に、地域の
	 自然、文化、歴史を
	 深い感動と共に
	 伝えられる人材

②	ボランティアではなく、
	 有償で提供できる人材

③	ガイドとしての責任を
	 認識し、安全管理や
	 法令遵守をできる人材

④	フィールドを適正な
	 利用に導く担い手

第一線で活躍する講師陣（敬称略）

氏名 所属 地域

安類智仁 NPO 法人 片品・山と森の学校　
副代表

群馬県
尾瀬

内山裕紀子 くまの体験企画　代表 三重県
熊野古道

江崎貴久 有限会社オズ 海島遊民くらぶ　
代表

三重県
鳥羽市

川村祐一 NPO 法人 奥入瀬自然観光資源
研究会　理事・事務局長

青森県
奥入瀬渓流

松田光輝 株式会社 知床ネイチャーオフィス
代表取締役　

北海道
知床

松本　毅 有限会社 屋久島野外活動総合セン
ター代表　

鹿児島県
屋久島

山田桂一郎 JTIC.SWISS　代表 スイス
ツェルマット

山田　拓 株式会社 美ら地球 CEO 岐阜県
飛騨古川

横山昌太郎 森林インストラクター、博士（農学）香川県
三豊市

【総合編】
アドバイザー派遣、勉強会等を

組み合わせて開催

【基本編】
基本カリキュラムに沿って開催

【応用編】
地域の課題を踏まえて
カリキュラムを新構築

ガ
イ
ド
養
成
講
習
会

　

２
０
１
９
年
度
は
長
野
県
富
士
見
町
、
同
じ
く
長
野
県
の
霧
ヶ

峰
、
鹿
児
島
県
の
奄
美
群
島
に
て
、
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ

た
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

富
士
見
町
は
２
回
目
の
開
催
と
な
り　

２
０
２
０
年
度
は
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
編
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

霧
ヶ
峰
で
の
開
催
は
長
野
県
自
然
保
護
課
か
ら
の
受
託
で
、
県

の
「
信
州
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
で
の
講
習
会
は
３
回
目
の
開
催
で
「
奄
美
群
島
エ
コ

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
認
定
制
度
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
自
然
、
歴
史
、

ガ
イ
ド
技
術
、
安
全
管
理
な
ど
幅
広
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
中

で
、
ガ
イ
ド
技
術
の
部
分
を
Ｊ
Ｅ
Ｓ
に
て
担
当
し
て
い
ま
す
。
富

士
見
町
と
霧
ヶ
峰
の
講
習
会
の
対
象
者
は
ガ
イ
ド
に
興
味
・
関
心

の
あ
る
方
か
ら
ガ
イ
ド
経
験
者
ま
で
幅
広
く
、
一
方
、
奄
美
群
島

は
ガ
イ
ド
経
験
者
の
み
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

時間 　 内　容

１日目

12:30 30 受付開始
13:00 15 開会式  講師紹介、講習会の目的など

13:15 50 エコツーリズム概論
14:15 50 ガイド技術
15:15 120 コミュニケーション・ワークショップ
17:15 10 翌日の案内
17:30 90 交流会

２日目

9:00 50 環境保全の考え方と仕組み
10:00 40 自然解説の組立て
10:50 60 解説の方法・ワークショップ
11:50 60 昼食・休憩
12:50 120 解説の方法・ワークショップ（つづき）
15:00 60 プログラムの企画立案
16:10 50 リスクマネジメント
17:10 50 エコツーリズムに関わる法律・規制等
18:00 10 翌日の案内

３日目
9:00 90 エコツアーの市場と商品化

10:40 120 エコツーリズムの実際・トークセッション
12:40 15 閉会式   主催者あいさつ、全体記念写真

【
基
本
編
】

開催地 開催日 参加者数

長野県富士見町 10 月 19 ～21日 24 名

長野県霧ヶ峰 10 月 25 ～27 日 29 名

鹿児島県

喜界島 11 月 9 ～ 10 日 3 名

奄美大島 11 月 11 ～12 日 13 名

与論島 11 月 14 ～15 日 6 名

基本カリキュラム

講習会参加者の感想

● 良い点だけでなく、課題についてもざっく
ばらんに話して頂き、考えさせられる 3 日
間でした。また参加者も多様で楽しかっ
たです。

● 登山ガイドをしているので登山のガイドの
中でより深い自然、歴史、文化の話がで
きたらと思っている。本などで得た知識を
どのように伝えていくかが難しいと思って
いる。

● プログラムをどのように構成するか、リス
クマネジメントの再認識、法律に関する事
など勉強になりました。

● ガイドだけでなく、地域の方々と協働して
保全と利用、持続できる仕組みをつくって
いきたい。

● ガイドの仕事の経済的側面は今まで教え
てもらってないので参考になりました。経
済的自立がないと良質なガイドは育たな
いですね。

●内容には満足しているが、これから今回
の研修内容を理解していない同業者との
現実にもどることになる。彼らを説得し、
理解を得るのがこれからの課題である。

長野県富士見町

奄美群島

長野県霧ヶ峰 開催概要



67 677 6季刊 ECO ツーリズム Vol.22  No.3  Summer  2020777

日本エコツーリズム協会（ＪＥＳ）  のミッション

人づくり
ガ
イ
ド
経
験
者
を
対
象
に
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
違
反
等

の
課
題
に
対
応
で
き
る
ガ
イ
ド
を
養
成

　

青
森
県
で
は
県
自
然
保
護
課
主
催
に
よ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
養
成
の

た
め
の
研
修
会
が
過
去
２
年
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
そ
れ
を

受
託
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
は
、
青
森
県
内
の
自
然
公
園
で
生
じ
て
い

る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
違
反
等
の
課
題
に
対
応
で
き
る
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
自
然
公
園
を
日
々
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
動
し
て
い
る
ガ
イ
ド

ら
を
、
適
正
な
利
用
に
導
く
た
め
の
担
い
手
と
し
て
育
て
る
た
め
に
、
既

に
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
内
容
は
、
利
用
の
ル
ー
ル
や
異
文
化
理
解
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ら
で
は
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
適
正
な
利
用
に
導
く

た
め
の
地
域
の
体
制
等
に
つ
い
て
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
し

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
問
題

へ
の
対
応
策
案
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
上
で
の
課
題
な
ど
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

　

様
々
な
対
応
策
案
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
て
に
お
い
て
共
通
し
て

い
た
課
題
は
対
応
策
を
話
し
合
い
実
行
に
移
す
組
織
、
場
が
無
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。同
じ
よ
う
な
問
題
、課
題
は
他
の
地
域
で
も
起
き
て
い
ま
す
。

今
回
は
奥
入
瀬
渓
流
で
の
開
催
で
し
た
が
、
次
は
会
場
を
か
え
て
研
修
会

を
開
催
し
、
話
し
合
う
場
の
形
成
に
向
け
た
歩
み
と
な
り
、
他
の
地
域
の

モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１

ワークショップで出された、
フィールドで問題と感じていること
●利用者が踏み込んでいい場所とダメな

場所の境界が曖昧になってしまい、踏
み込みエリアがかなり広がってきてい
る。特にインバウンドのお客様が増えて
から著しい。

●夜になると本格的な採集キットを持っ
て、昆虫採集を始める業者がいる。

●きれいな写真を撮りたい一心で木道を
外れて植物を踏んだり、写真映えしな
い枝を折ったりなどの問題がある。

●トレイル沿いに山菜をとりにくる人がお
り、ガイドが強く言うようにしたところ、
今は道路沿いでは見かけなくなったが、
まだカマを持って歩いている人を見か
ける。

開催概要　	 会場：奥入瀬渓流館

ガ
イ
ド
養
成
講
習
会（
地
域
ご
と
の
テ
ー
マ
を
設
定
）

　

基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
踏
ま
え
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
新
た
に
作
成
し
て

青
森
県
で
開
催
し
ま
し
た
。

【
応
用
編
】

  第１回　（9 月 1 日）

日本の自然公園制度について学ぶ

講師：横山昌太郎氏 
（森林インストラクター、博士（農学））

  第２回（9 月 13 日）

多様な文化的背景の違いを理解する

講師：湯山智美氏
（一般社団法人富士の国やまなし通訳案内士会）

  第３回（9 月 14 日）

適正な利用に導くための
地域の体制を考える

講師：松田光輝氏
（( 株 ) 知床ネイチャーオフィス代表取締役）

　第１回（10 月 30 日）
エコツーリズムってなんだろう
エコツーリズムの理念、ガイドの役割について学びます。

　第２回（11 月 28 日）
エコツアーを体感しよう
エコツアーに参加し、実際のエコツアーの企画やガイド
について学びます。

　第３回（12 月 19 日）
地域でエコツーリズムを実践するには
地域での実践事例等を学びます。
※次回講義までの課題「地元地域でのエコツアー企画書案作り」

　第４回（2 月 4 日）
プログラムを企画しよう（ワークショップ）
エコツーリズムの企画書作成方法を学びます。

１
か
月
に
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
全
４
回
開
催
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
立
案
す
る
こ
と
を
最
終
目
標
に

設
定
し
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
。
各
講
義
に
当
会

の
松
本
毅
理
事（
屋
久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

代
表
）
を
派
遣
し
ま
し
た
。

山
口
県
自
然
保
護
課
主
催

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
養
成
セ
ミ
ナ
ー

東
京
都
・
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
旅
行
商
品
販
売
促
進
事
業

ガ
イ
ド
養
成
講
習
会
＋
商
品
造
成
サ
ポ
ー
ト

　

ガ
イ
ド
養
成
講
習
会
の
開
催
に
加
え
、
講
師
陣
の
ガ
イ
ド
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣
し
旅
行
商
品
の
造
成
に
対
し
て
助
言
を
行
う
な

ど
、
地
域
側
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
組
み
合
わ
せ
で
、
東
京
都
の
多
摩
お
よ
び
島
し
ょ
地
域
で
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
業
実
施
に
お
い

て
は
旅
行
会
社
と
連
携
し
ガ
イ
ド
の
養
成
と
あ
わ
せ
て
自
然
資
源
を
活
用
し
た
旅
行
商
品
の
企
画
や
造
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

【
総
合
編  

そ
の
１
】

ガ
イ
ド
の
養
成
か
ら

商
品
造
成
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト

　

２
０
１
９
年
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

交
流
創
造
事
業
部
と
連
携
し
、
豊
か
な
自
然
が

広
が
る
東
京
の
多
摩
地
域
及
び
島
し
ょ
地
域
へ
の

誘
客
に
向
け
た
旅
行
商
品
（
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
）

の
開
発
、販
売
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う「
多
摩
・

島
し
ょ
地
域
旅
行
商
品
販
売
促
進
事
業
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
中
で
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
、多
摩
地
域
、新
島
、

式
根
島
に
お
い
て
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
と
地
域
の
受
け
入
れ
体
制

づ
く
り
を
支
援
す
る
ガ
イ
ド
養
成
お
よ
び
勉
強
会

（
講
師
派
遣
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
で
は
、
各
地
で
活
躍
す

る
ガ
イ
ド
事
業
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣

し
、
実
際
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し
な
が
ら
、

今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
運
営
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
こ
れ
か

ら
も
旅
行
会
社
と
連
携
し
、
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

事業パートナーからの

　今回は事業の中で多摩・島しょ地域 ( 新島・式根島 ) において、複数のアドバイザーを派遣して頂
きましたが、特に印象的だった式根島で実施したガイド養成講習会について触れたいと思います。講習
会には島外から参加される方もおり、実践的な学びの場であると共に、観光振興に取り組む人々の意
見交換の場となりました。活発で実践的な議論が交わされたことが印象的でした。
　講師の方々は気さくで、観光振興の実践的なアドバイスから苦労話までざっくばらんにお話し頂けた
ことで具体的なヒントを得られた観光事業者の方が多かったです。
　エコツーリズムは地域の自然や文化を観光資源として捉え、その魅力を磨き上げることに特長があり、
豊かな自然がある多摩・島しょ地域においては観光振興の手法として非常に親和性が高いと感じました。
これからも地域を問わず、様々なアドバイザー派遣を通じてご協力を頂きたいと思います。

（株式会社 JTB 東京交流創造事業部、澤井萌氏）

開催概要　	
アドバイザー派遣 7 月 3 ～ 4 日    （新島・式根島）

7 月 9 ～ 10 日（多摩）

勉強会 11 月 14 日（新島）
11 月   8 日   （多摩）

ガイド養成講習会 2020 年 1 月 10 ～ 11 日（式根島）
12 月 6 ～ 7 日（多摩）

青
森
県
・
自
然
公
園
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
等
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
の
開
催

声 舞台は周防大島でした。瀬戸内海の穏
やかな気候と「多島美」がとても印象的
でした。4回も通わせていただくと、1
回では見えなかった地域の特性や文化
が見えるようになりました。このことは、
地域で頑張っている方の想いを共有する
にはとても大事なことだと実感しました。
そして、この共有できた想いを伝えてい
くのがエコツーリズムだと思います。私
自身も大変勉強になりました。

松本毅理事
（屋久島野外活動総合センター代表）

アドバイザー派遣でのガイド講師によるアドバイスの例
●足りない点としては、各プログラムの顧客ターゲットの絞り込みと、ターゲットに合っ

た告知方法だと思われる。ネットエージェントを中心に据えた告知ではなく、参加者
からのクチコミを大切に広げてゆき、申込手続きにネットエージェントを活用すると
いった流れが自然かと感じた。

●適正な料金をいただくことでより良いお客様が参加されるので、実施する場合には
適正な価格での提供を検討したほうがよいと思われる。

●リピーター確保及び自社ツアーの強みやウリを把握していくためにもアンケートの実
施・分析を進めてはどうか。アンケートのとり方は、改善のためにできるだけ率直な
意見を数値化してとるタイプと、PR に使うために「良かった点」を文章やイラストな
どで集める方法もある。
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人づくり
事
業
の
概
要

　

環
境
省
で
は
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
10
本

柱
の
１
つ
で
あ
る
「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
る
た

め
、
国
立
公
園
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
地
域
に
お
け
る
人
材
の
育
成

を
支
援
す
る
事
業
を
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
拠
点
施
設
の
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
を
対
象
と
し
た
Ａ
コ
ー
ス
と
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
材
を
育
成
す
る
Ｂ
コ
ー
ス
の
２
つ
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
研
修
会
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
を
通
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
や
施
設
に
お
け
る
取
り
組
み
の
計
画
策
定
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
Ａ
コ
ー
ス
は
公
益
社
団
法
人
日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ｂ

コ
ー
ス
を
弊
会
が
担
当
し
、
共
同
で
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
コ
ー

ス
で
は
主
に
、
地
域
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
計
画

の
策
定
を
中
心
に
施
設
に
お
け
る
展
示
の
拡
充
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造

成
へ
の
支
援
を
、
Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
仕

組
み
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
団
体
の

設
立
や
、
事
業
化
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
、

販
売
等
に
対
す
る
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
２
年
間
に
わ
た
る
継
続
的
な
支
援
ス
キ
ー
ム
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
年
度
は
那
須
で
の
集
合
研
修
会
と
そ
の
前
後

に
１
回
ず
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
状

況
に
合
わ
せ
た
状
況
把
握
か
ら
、
研
修
で
の
計
画
策
定
、
そ
の
後
の

取
り
組
み
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
次
年
度
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受

け
入
れ
に
特
化
し
た
講
習
会
（
希
望
制
）
と
１
回
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
対
象
地
域

　

令
和
元
年
度
の
募
集
は
８
月
19
日
よ
り
行
わ
れ
、
計
14
地
域
か
ら

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
本
事
業
で
特
徴
的
な
の
は
、
参
加
対
象
者

が
個
人
で
は
な
く
、
複
数
の
関
係
者
か
ら
な
る
「
チ
ー
ム
」（
２
～

３
人
程
度
）
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
施
設
ス
タ
ッ
フ
や
エ
コ

ツ
ア
ー
事
業
者
と
し
て
働
い
て
い
る
人
お
よ
び
行
政
や
観
光
協
会
な

ど
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
の
人
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
で
の
応

募
を
求
め
て
い
ま
す
。

事
前
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

　

参
加
地
域
に
対
し
て
は
、
那
須
で
の
集
合
研
修
の
前
に
専
門
家
に

よ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
実
施
し
、
地
域
の
課
題
把
握
や
整
理
を

行
い
、
本
事
業
で
目
指
す
目
標
の
設
定
や
、
課
題
解
決
に
向
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
末
に
実
施
さ
れ
る
集
合
研
修
の
事

前
に
は
、
集
合
研
修
参
加
時
の
学
び
の
効
果
を
最
大
限
に
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
準
備
と
し
て
動
画
教
材
を
参
加
者
に
共
有
し
て
い
ま
す
。

集
合
研
修

　

集
合
研
修
で
は
、
１
、３
日
目
は
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
共
通
で
の
内
容

と
し
、
２
日
目
は
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
す
。
研
修
１
日

目
で
は
主
に
地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
重
要
性
や
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
策
定
の
考
え
方
、

日
本
の
自
然
環
境
の
価
値
と
意
味
等
、
両
コ
ー
ス
に
必
要
と
さ
れ
る

広
範
な
内
容
を
取
り
扱
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
コ
ー
ス
に
特
化
し
た
内

容
と
し
て
Ｂ
コ
ー
ス
で
は
、
地
域
に
お
け

る
ガ
イ
ド
と
エ
コ
ツ
ア
ー
事
業
者
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
、
エ
コ
ツ
ア
ー
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
り
の
基
本
的
な
考
え
方
、
事

業
運
営
に
つ
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ガ

イ
ド
事
業
者
の
た
め
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
等
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

１

人材育成事業の意義
　環境省では、訪日外国人国立公園利用者数を 2020 年までに 1000
万人とすることを目標として「国立公園満喫プロジェクト」に取り組む
自然公園地域や、エコツーリズムに取り組む地域など、自然資源を活
用して地域活性化に取り組む地域における持続可能な仕組み構築を目
指して人材育成の支援業務を実施しています。
A コースと B コースを設定することで入り口を整理
　地域における持続可能な仕組み構築に向け、A コースではビジター
センターなど拠点施設で働く人を対象に、現場における解説業務（イ
ンタープリテーション）のスキルアップをはかり、環境教育の担い手を
育成します。B コースではエコツアー事業者などエコツーリズムを活か
して地域を盛り上げるためのツアーガイドや地域コーディネーターの能
力向上を狙いとしています。

（環境省自然環境局国立公園課国立公園利用推進室室長　中島尚子氏）

　

ガ
イ
ド
人
材
だ
け
で
な
く
、
観
光
協
会
や
行
政
な
ど
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
を
チ
ー

ム
と
し
て
育
て
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
域
で
推
進
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
講
習
会
お
よ
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
組
み
合
わ
せ
た
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

活
動
す
る
場
に
よ
っ
て
コ
ー
ス
を
二
つ
設
け
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等
の
拠
点
施
設
で
環

境
教
育
を
提
供
す
る
コ
ー
ス
と
、
エ
コ
ツ
ア
ー
事
業
と
資
源
の
保
全
を
図
る
コ
ー
ス
と
に
分

け
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
仕
組
み
構
築
に
向
け
た
キ
ー
マ
ン
の
育
成

【
総
合
編  

そ
の
２
】

環
境
省
・
令
和
元
年
度
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
人
材
育
成
支
援
業
務

　

集
合
研
修
中
、
各
チ
ー
ム
は
研
修
で

の
内
容
や
、
各
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
等

を
踏
ま
え
、
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
研
修

後
に
実
行
す
る
取
り
組
み
の
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
研
修
３
日
目
は
、
そ
の
計

画
に
つ
い
て
講
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

受
け
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図

り
、
最
後
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
後
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

　

研
修
後
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
で
は
、
各
地
域
に
対
し
て
、
収
益

向
上
の
た
め
に
優
先
的
に
行
う
べ
き
取
り
組
み
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
、
来
年
度
以
降
の
事
業
計
画
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
年
に
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
研
修

　

過
去
の
参
加
地
域
に
対
し
て
は
、
７
月
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
特
化

し
た
研
修
会
を
東
京
で
開
催
、
ま
た
、
２
月
に
は
参
加
希
望
制
で

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。
各
地
域
に
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
や
成
果
を
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
上

と
り
ま
と
め
、
あ
ら
か
じ
め
参
加
者
に
共
有
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
他

地
域
へ
の
相
談
等
な
ど
情
報
共
有
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
有
用
な
情
報
の
共
有
と
提

供
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
の
成
果

　
こ
れ
ま
で
Ｂ
コ
ー
ス
に
参
加
の
各
地
域
に
お
い
て
は
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
設
立
、
地
域
に
お
け
る
ガ
イ
ド
団
体
に
よ
る

協
議
会
の
設
立
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
主
催
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
旅
行
商

品
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
入
選
と
商
品
化
、
研
修
参
加
者

が
中
心
と
な
っ
て
地
域
で
の
講
習
会
開
催
、
ガ
イ
ド
事
業
の
設
立
と

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
た
ツ
ア
ー
商
品
の
販
売
な
ど
が
具
体
的
な
成

果
と
な
っ
て
各
地
で
現
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
地
域
へ
の
取
り
組

み
が
実
を
結
ぶ
よ
う
に
、
本
事
業
を
通
し
て
支
援
を
継
続
し
て
参
り

ま
す
。

　

今
年
度
も
８
月
ご
ろ
か
ら
募
集
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

コース 参加地域

A

尾瀬国立公園
箱根ジオパーク
石川県中能登町石動山
長野県軽井沢町
愛知県長久手市
山陰海岸国立公園鳥取砂丘
瀬戸内海国立公園野呂山
鹿児島県大島郡龍郷町

B

静岡県 沼津市・伊豆の国市
長野県松本市 乗鞍地域
立山黒部
和歌山県和歌山市 加太・友ヶ島
滋賀県米原市
鹿児島県大島郡大和村

令和元年度の対象地域

事業パートナーからの 声

事業の流れ

②
事
前
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

④
研
修
後
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

⑤
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
研
修

①
募
集
開
始

③
集
合
研
修
（
那
須
会
場
）

動
画
教
材
は
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ス
ス
メ
」
に
て
一
般
公
開
中

⑥
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
派
遣

8 月頃 10月〜11月 11月末頃 12月〜2月 翌年７月 翌年中
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エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
地
域
や
団
体
か
ら
の
相
談
や
依
頼
を

受
け
、
講
師
を
派
遣
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｓ
に
は
、
日
本
各
地
で
活
躍
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
観
光
事
業
者
、
研
究
者
、

観
光
や
地
域
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
様
々
な
専
門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、

地
域
の
特
性
や
観
光
へ
の
取
組
度
合
い
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
応
じ
て
、
適
し
た
専
門

家
を
紹
介
し
機
運
醸
成
に
つ
な
が
る
有
識
者
派
遣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
２
０
１
９
年
に
実
施
し
た
有
識
者
派
遣
と
講
師
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

機運づくり２
『
機
運
づ
く
り
』
研
修
・
講
演
会
等
へ
の
有
識
者
派
遣
の
実
施

講師紹介

【講師より】三宅島の火山噴火が終息し、
島民は島に戻って来たが、戻ってきた人
数は半分。観光客も激減しました。観光
客に戻ってきてもらいたいという思いで
この研修会が開催され、参加者の観光
復活に寄せる思いが伝わってきました。
三宅島はアカコッコを始めとする野鳥の
種類が 200 種以上の野鳥の聖地です。
この魅力をうまく伝えるエコツアーガイ
ドの育成を応援したいと思いました。

【その他の派遣先】地域活性化センター
「人材養成塾」、JICA 観光振興とマー
ケティング研修

辻野 啓一
流通経済大学社会学部国際観光学科

特任教授

【派遣先】東京都主催「東京都自然ガ
イド」認定講習

【講師より】観光資源として野生動物を
活用するためには、保護と利活用の調
和の取れた仕組みづくりが必要です。モ
ニタリング体制や観察する上でのガイド
ラインなど、観察対象動物や地域の環
境を加味しながら検討しなければなりま
せん。日本は野生動物の宝庫です。種
類が豊富なだけではなく、固有種や希
少種も数多く生息しているので、世界有
数の野生動物観光エリアになる資質は
十分にあると思いました。

松田 光輝
（株式会社知床ネイチャーオフィス代表））

【派遣先】環境省主催「野生動物観
光促進に向けた講習会」

【講師より】研修生は、ドミニカ、ガボン、
インドネシア、ラオス、東ティモールの
5 カ国、7 名。研修生と言っても各国の
観光省・開発庁などで要職に就く方々、
とても熱心に受講され、多くの質問を受
けました。特に、日本型エコツーリズム、
里地里山での事例や JES の広範な取り
組みに興味を持ってもらいました。

安田 亘宏
（創造開発研究所フェロー・主席研究員）

【派遣先】JICA 沖縄主催「熱帯・亜
熱帯におけるエコツーリズム企画・運
営」コース

【講師より】那須ではガイドプログラムを
20 年間どう売ってきたかをお話させて
いただきました。これまでの経緯や売り
方をどう変化させてきたのかなどマーケ
ティング的なお話が中心でした。
環境省ではピッキオが実施する自然保護
と野生動物を絡めたツアーの相関関係
を中心にお話ししました。ただ動物の
ツアーを行うだけでなく、持続可能にす
る保護の仕組みを見せる事が重要な事、
逆に自然保護の財源確保のためには、
ただ自然を守るだけではなく、ツアー等
を行う事によってお金を生むという仕組
みが必要ではないかという考え方をお話
ししました。

楠部 真也
（株式会社ピッキオ代表取締役）

【派遣先】関東運輸局主催「那須ネイ
チャープログラム造成事業：海外市場
向けのプログラム造成講習会」
環境省主催「野生動物観光促進に向
けた講習会」

【講師より】全国の 100 選である森・滝・
渚を大切に守り、人々に癒しと感動を未
来までつなげていくために、首長の皆さ
んたちが活発な意見交換を行っておられ
た姿に感動しました。この資源を壊すこ
となく活用する事例も交換しながら、全
体としてどのような動きが必要なのか、
記念講演にとどまらず、その後たっぷり、
皆さんと具体的にお話しできたことはと
ても建設的な時間でした。

江崎 貴久
（有限会社オズ海島遊民くらぶ　

代表取締役）

【派遣先】日本の森・滝・渚全国協議
会主催「全国自然敬愛サミット2019」

（＠山口県光市）

【講師より】滋賀県では「地域資源の活用」
をテーマに座学とフィールドワークを担当
しました。各地の地域資源の活用事例を
紹介しつつ、同じ資源でもツアーのター
ゲットによって多様な活用方法があるこ
となどをお話ししました。
檜原村では、観光でも重視されている
SNS の活用、特に「フォトジェニック性」
について触れ、私が暮らしていた香川県
三豊市で実際に起こったインスタ映えか
らの急激な観光ブームの現状や観光公害
などの課題について紹介しました。

横山 昌太郎
森林インストラクター

博士（農学）

【派遣先】滋賀県主催「エコツーリズム
人材育成講座」
檜原村エコツーリズム推進協議会主催

「檜原村エコツーリズム人材育成講習会」 【講師より】ご縁をいただきお邪魔した
おきなわ環境クラブさまのセミナー。自
分史上初の沖縄は滞在時間 24 時間以
内の弾丸トリップでした。短い中でもク
ラブの皆様との交流、そして JICA の研
修では中南米の女性ばかりのパワフルな
受講者に圧倒されながらも世界のエコ
ツーリズムの広がりとつながりを感じら
れる時間となりました。

【その他の派遣先】JICA「熱帯・亜熱
帯におけるエコツーリズム企画運営」
研修

熊﨑 潤
（NPO 法人飛騨小坂 200 滝 事務局長、合同

会社 216WORKS（ニジイロワークス）代表）

【派遣先】NPO 法人おきなわ環境ク
ラブ主催「第５回おきなわエコツーリ
ズムセミナー」

【講師より】エコツーリズムの概要をはじ
め近年の動向や JES の活動紹介を行い
ました。また、二戸市で取り組んでいた
エコツアーを事例に挙げ、実践までのプ
ロセスなども紹介しました。後半は、質
疑応答の時間を設け学生との意見交換
を行いました。すでに能登をフィールド
に研究している学生や、これから研究を
はじめる学生たちの間で、エコツーリズ
ムを理解し更に興味が深まったように感
じました。

高橋 光子
（JES 事務局職員）

【派遣先】中央大学谷下教授ゼミ

【講師より】オーバーツーリズムにより大
切な地域の自然が侵された経験を持つ
この地域が、最終的には全体構想認定
を目指しながら、エコツーリズムによる
健全な観光発展を地域の観光事業の責
任者が団結して目指す姿に、新たな持
続可能な地域観光の実現に向けて微力
ながら応援していきたいと感じました。

田島 幸郎
（JES 事務局長・理事）

【派遣先】岐阜県中部山岳国立公園
活性化推進協議会主催「乗鞍岳エコ
ツーリズム検討部会」

【その他の派遣先】下呂市エコツーリズム
推進協議会、JATA エコツーリズムセミナー

【講師より】那須ではガイドプログラムを
20 年間どう売ってきたかをお話させて
いただきました。これまでの経緯や売り
方をどう変化させてきたのかなどマーケ
ティング的なお話が中心でした。
環境省ではピッキオが実施する自然保護
と野生動物を絡めたツアーの相関関係を
中心にお話ししました。ただ動物のツアー
を行うだけでなく、持続可能にする保護
の仕組みを見せる事が重要な事、逆に自
然保護の財源確保のためには、ただ自然
を守るだけではなく、ツアー等を行う事
によってお金を生むという仕組みが必要
ではないかという考え方をお話ししまし
た。

ガイドガイド

観光ガイド

ガイド観光

エコツー
リズム概論

ガイド

観光と
地域づくり
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日本エコツーリズム協会（ＪＥＳ）  のミッション

Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
取
り
組
む
地
域
と
、
旅
行
会
社
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
に
取
り
組
む
企
業
ら
が
交
流
す
る
場
を
設
け
、
連
携
を
後
押
し
て
い
ま
す
。

ネットワークづくり３
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
』
地
域
や
企
業
な
ど
の
連
携
を
後
押
し

自
然
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
各
地
へ
の

旅
行
客
誘
致
へ

　

東
京
観
光
財
団
の
受
託
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
４
つ
の
地
域
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
観
光
関
係
者
（
ガ
イ
ド
、
宿
泊

施
設
、
観
光
協
会
）
や
自
治
体
と
、
商
品
を
造
成
す
る
旅
行

会
社
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
商
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

商
談
会
は
世
界
自
然
遺
産
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ

と
し
、
自
然
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
各
地
へ
の
旅
行
客
誘
致

に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
、
東
京
、
大
阪
、

名
古
屋
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

３
会
場
で
の
商
談
会
の
参
加
人
数
は
合
計

76
名
、
商
談
件
数
は
計
１
１
６
件
で
し
た
。

商
談
会
に
参
加
し
た
旅
行
会
社
の
担
当
者
か

ら
は
世
界
自
然
遺
産
お
よ
び
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、新
た
な
ツ
ア
ー
造
成
・

企
画
に
向
け
た
効
率
の
良
い
情
報
収
集
の
場

と
な
っ
た
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
今
般
の
商
談
会
を
通
じ
て
造

成
・
販
売
に
つ
な
が
っ
た
３
つ
の
旅
行
商
品
と

担
当
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
東
京
観
光
財
団
受
託
事
業
・
世
界
自
然
遺
産
旅
行
商
品
商
談
会
の
実
施

　エコツーリズム推進法に基づく「エコツー
リズム推進全体構想」の認定数は、2020
年５月現在で 17 件（協議会数は 18 団体）
となっています。昨年度は２件の新規認定が
あり、着実にエコツーリズムの輪が全国に広
がっています。
　「エコツーリズム推進全体構想」認定協議
会ネットワーク会議は、日本全体のエコツー
リズムの推進や認定地域による活動を促進
するために環境省とＪＥＳの共同で実施して
います。この会議では、エコツーリズムの取
り組みを進める上での課題や成果を共有し、
認定地域間の連携による課題解決などを図
るため、2016 年度から年１回のペースで開
催されています。
　今回ＪＥＳは、この会議の企画運営を担い
2020 年３月３日に開催される予定でしたが、
新型コロナウイルスによる感染拡大防止の観
点から一旦中止となりました。
　今回の会議では、エコツーリズム大賞で
地域と企業の連携した取り組みを表彰する

「パートナーシップ賞」が新設されたことも
踏まえ、テーマを「地域での取り組みや企業
との連携で次のステップへ」と題し、各認定
地域と企業の連携を促進するため、地域と
の連携を望む企業による取り組み発表と意
見交換会が予定されていました。
　参加する予定だった企業は、ふるさと納税
の仕組みと体験型コンテンツ提供する「株式
会社 ROOTs」、エコツーリズムに特化した
旅行商品の造成を行う「株式会社ＪＴＢガイ
アレック」、地方活性化と地方創生の取り組
みを各地で行う「日本航空株式会社」の各
担当者をお招きする予定でした。
　今回は残念ながら中止となってしまいまし
たが、地域におけるエコツーリズムの発展を
さらに加速させるべく、ＪＥＳでは改めての
開催に向けて尽力してまいります。

「エコツーリズム推進全体構想」
認定協議会ネットワーク会議
認定地域と企業の連携を促進

　

昨
年
秋
の
商
談
会
の
お
か
げ
で
、

sankara hotel&
spa

屋
久
島
様
の
企

画
を
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
商
談
で

は
、
現
地
の
細
や
か
な
最
新
情
報
を
直

接
伺
え
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

私
た
ち
は
森
林
旅
行
と
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ

ア
ー
を
専
門
に
訪
日
誘
客
し
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
に
国
内
誘
客
も
始
ま
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
終
息
後
、
旅
行
再
開

の
折
に
は
、豊
か
で
奥
深
い
自
然
の
中
で
、

お
客
様
に
心
身
を
癒
し
て
い
た
だ
き
、
地

元
の
貴
重
な
自
然
生
態
系
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Arttrav Inc. 

■ツアー紹介
2020 SPECIAL WELLNESS 
TOUR, SANKARA HOTEL&SPA 
YAKUSHIMA（インバウンド）
申込・問合せ
Arttrav Inc. 　
E-mail：rep@arttrav.net 

木村由加子氏（Arttrav Inc.）

　

個
人
的
に
は
世
界
自
然
遺
産
の
す
べ
て
の
地
区
に

足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、
最
新
の

現
地
情
報
や
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
紹
介
を
い
た
だ

き
、
大
い
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

商
品
化
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
「
白
神
山
地
」
は

様
々
な
エ
リ
ア
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
が
再
認

識
で
き
、
新
た
な
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
、
情
報
の
多
さ
だ
け
で
な
く
、
コ

ン
テ
ン
ツ
の
質
や
鮮
度
に
こ
だ
わ
っ
た
商
談
会
は
旅

行
商
品
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
は
誠
に
貴
重
な
機

会
で
す
。
今
後
も
、
魅
力
的
な
商
品
造
成
の
た
め
ま

す
ま
す
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

14 写真はすべてイメージです。 ※記載のコースは、天候等の理由により変更する場合があります。また、バス乗車時間・帰着時間は道路状況により前後する場合がありますのでご了承ください。このページにあるコースの旅行企画・実施は名鉄観光サービスです。

泊
り
ハ
イ
キ
ン
グ

◆出発日

◆出発日

8/

9/

1泊2日

2泊3日

晩夏の北信、ロッジに泊まって大展望の山頂へ

一足早い紅葉と北の神秘な大自然!!

28 金

10 木

宿泊  戸隠「戸隠小舎」（ロッジ）

宿泊  網走湖畔温泉 「北天の丘 あばしり湖鶴雅リゾート」
　　　知床ウトロ温泉 「KIKI知床 ナチュラルリゾート」

36,800円

128,000円

BF MAHK H0000A 3

BF MAHK H0000A 3

BF MAHK H0000A 3

BF MAHK H0000A 3

2ポイント

6ポイント

1
日
目

2
日
目

約9.5km距

約9.0km距
約180m標

約700m標

約3時間30分時

約5時間00分時
★★難

★★★★難

2
日
目

3
日
目

約9.0km距

約3.0km距
約160m標

100m未満標

約6時間00分時

約2時間00分時
★★★難

★★難

旅行代金

旅行代金

出発  名鉄バスセンター ７時3０分

集合  中部国際空港 国内線 出発時間の60分前

日本有数のパワースポット・戸隠神社
周辺をめぐる戸隠古道を歩き、山宿・
戸隠小舎のおしゃれな食事に舌鼓を打
ちます。２日目は修験の山・飯縄山へ。

戸
と

隠
がくし

古
こ

道
どう

から神秘の「鏡
かがみ

池
いけ

」と北
ほく

信
しん

五
ご

岳
がく

「飯
いい

縄
づな

山
やま

」コース

幻の砂の半島「野
の

付
つけ

半島のトドワラ」とコバルトブルーに輝く！「神
かみ

の子
こ

池
いけ

」コース

15

17

鏡池（長野県）

摩周湖の伏流水が生んだ「神の子池」は季
節によって様々な青色に変化する不思議な
美しさを持ちます。野付半島の「この世の果
て」と呼ばれる「トドワラ」はいつまで見るこ
とができるかわからない貴重な景色です。

神の子池（北海道）

1
日
目

名鉄バスセンター＝戸隠古道ハイキング（戸隠

神社中社より小鳥ヶ池、鏡池を経由して戸隠

神社奥社へ）＝戸隠（泊）

2
日
目

ロッジ＝飯縄山ハイキング（南登山道より飯

縄神社を経由して大展望が広がる山頂へ）＝

戸隠（入浴）＝名鉄バスセンター（18：30頃着）

× 弁 夕

朝 弁 ×

利用バス会社：名鉄観光バス 又は同等クラス

利用バス会社：網走バス 又は網走観光交通 利用バス会社：名鉄観光バス 又は同等クラス

利用バス会社：名鉄観光バス 又は同等クラス

◆出発日 1泊2日 日本三大山城とスリル満点の山歩き！

宿泊  湯原温泉
　　　　「湯原国際観光ホテル菊之湯」00,000円

2ポイント

旅行代金出発  名鉄バスセンター ７時1０分

三徳山中腹の断崖に浮かぶように建つ投
入堂への道は、修験道でスリル満点の山
歩きです。天空の山城の迫力と見下ろす
城下町の天下の絶景もお楽しみください。

奇跡の国宝「三
み

徳
とく

山
さん

投
なげ

入
いれ

堂
どう

」と天空の城塞「備
びっ

中
ちゅう

松
まつ

山
やま

城」コース16

三徳山投入堂（鳥取県）

1
日
目

2
日
目

約5.0km距

約3.0km距
約390m標

約200m標

約3時間30分時

約3時間30分時
★★★難

★★★難

1
日
目

名鉄バスセンター＝備中松山城（天守閣のある
山城では日本一高い天空の城塞へハイキング）
＝湯原温泉 （泊）

2
日
目

ホテル＝三徳山（ガイドと共に岩山の急勾配の
木の根や岩をよじ登り、絶壁の岩壁に建つ国宝・
投入堂展望地へ）＝鳥取ぽかぽか温泉（入浴）＝
名鉄バスセンター（20:30頃着）

× 弁 夕

朝 弁 ×
※三徳山は、荒天、雨天時に入山規制がかかった場合は、三徳山三佛寺参拝と
投入堂の見える遥拝所を巡るコースに変更となります。

露天風呂番付西の横綱・湯原温泉外湯
（砂湯）をお楽しみください！

9/ 4 金

BF MAHK H0000A 3

利用バス会社：□□□□□□□□□□□

10名様より催行

個室 ※要追加
　代金

1
日
目

中部国際空港（13:30～15:00発） 女満別空港＝網走市大曲湖畔
園地（18ヘクタールの広さを誇る日本最大級のひまわり畑を散策）
＝網走湖畔温泉 （泊）

2
日
目

ホテル＝濤沸湖木道・小清水原生花園（オホーツク海岸エリアで野鳥を
見ながら散策）＝裏摩周展望台（コバルトブルーに輝く神秘の池を目指
しガイドと共にハイキング）…神の子池…神の子池林道入口＝フレペ
の滝遊歩道（知床連山を望み野鳥やエゾシカなどを観察しながら、落
差100ｍの断崖から流れ落ちるフレペの滝へガイドと共にハイキン
グ）＝知床五湖（高架木道を散策）=知床ウトロ温泉 （泊）

3
日
目

ホテル＝野付半島ネイチャーセンター…トドワラ（草花や野鳥を観察
しながらガイドと共に荒涼な立ち枯れの景勝地へ）…野付半島ネイ
チャーセンター＝ナラワラ＝能取湖（真っ赤に染まるサンゴ草群生地）
＝女満別空港 中部国際空港（18：30～19：30着）

× × 夕

朝 弁 夕

朝 弁 ×

(見学時間含む)

個室 ※要追加
　代金

BF MAHK H1056A 3

集　合  ＪＲ名古屋駅出発時間の３０分前
宿　泊  父島「Hotel PATINN」

　　　　　 母島「アイランドリゾート母島ナンプー」（洋室）
旅行代金 248,000円

1
日
目
名古屋駅(7:00～8:00発) 新幹線 品川駅＝（タクシー）＝竹芝桟橋 （おがさわら丸／２
等寝台）（船中泊）

2
日
目

父島＝半日ボートツアー（ザトウクジラを探すホエールウォッチング＆１日に１００人
しか立ち入ることができない貴重な自然を有する南島へ上陸）＝父島（泊）

3
日
目
ホテル＝（送迎車）＝固有種・希少種が生きる小笠原の森と断崖絶壁の絶景！千尋
岩（ハートロック）ハイキング＝父島（泊）

4
日
目
ホテル＝父島 （ははじま丸／２等） 母島…母島の手付かずの自然に触れ
る、母島最高峰・乳房山(462.6m)ハイキング…母島（泊）

5
日
目

ホテル＝ふるさと富士の最南端、小富士・南崎ハイキング＝母島 （ははじま
丸／2等） 父島（小笠原名物の盛大な見送り）（おがさわら丸／２等寝台）
（船中泊）

6
日
目

竹芝桟橋＝（タクシー）＝品川駅 新幹線 名古屋駅(20:00～21:00着)

× × ×

× × ×

× 昼 夕

朝 弁 夕

朝 弁 夕

朝 弁 ×

小
お

笠
がさ

原
わら

諸島「父
ちち

島・南
みなみ

島・母
はは

島」ネイチャーハイキングコース
◆出発日 5泊6日 森へ、山へ、海へ…世界自然遺産・小笠原の自然を一度に満喫！ 12ポイント

南島（東京都）

南崎（母島）（東京都）

固有種・希少種が生きる森と山、底抜けに明るい「ボニンブルー」
の海を泳ぐ海洋生物。父島と母島に宿泊して現地ガイドの解説を
聞きます。感動のハイキングで、小笠原の手付かずの自然を感じま
しょう！ （注）南島は海況により上陸できない場合があります。

3
日
目

4
日
目

5
日
目

約9.0km距

約6.0km

約4.8km

距

距

約300m標

約460m

100m未満

標

標

約7時間00分時

約5時間00分

約2時間00分

時

時

★★★難

★★★

★★

難

難

10名様より催行

(見学時間含む)

(見学時間含む)

(見学時間含む)

10/16金 24

小笠原島内は送迎車での移動となります

中津渓谷を流れる仁淀川清流は、全国1級河川の水質
ランキングで3年連続第1位に選ばれ、川底が透き通っ
て見える程の透明度を誇ります。日本三大カルストのひ
とつ「四国カルスト」の天空の草原道歩きや奥四万十
の秘境トレイルもお楽しみいただけるコースです！

奇跡の清流「仁
に

淀
よど

川
がわ

・中
なか

津
つ

渓谷」と雲上の「四
し

国
こく

カルスト」コース
◆出発日

9/17
2泊3日 絶景の四国秘境めぐり！

木

集　合  名古屋小牧空港 国内線 出発時間の６０分前
宿　泊  高知天狗高原「天狗荘」

　　　　　　　高知三翠園温泉 「三翠園」
旅行代金 00,000円

６ポイント

中津渓谷（高知県）

四国カルスト（高知県）

1
日
目

名古屋小牧空港(7:00～8:00発) 高知龍馬空港＝奥四万十ウォーキング
トレイル（森林鉄道の軌道跡をハイキング）＝高知天狗高原（泊）
※標高約1,400ｍの雲上の宿に泊ります！

2
日
目

ホテル…四国カルスト（標高1,400m、石灰岩のカルスト台地やカラ
マツ林をハイキング）＝中津渓谷（青く澄んだ奇跡の清流沿い遊歩道
を雨竜の滝を目指しハイキング）＝高知三翠園温泉 （泊）

3
日
目

ホテル＝桂浜（坂本龍馬像など海岸美の絶景）＝室戸岬・乱礁遊歩道
（散策）＝龍河洞（鍾乳洞見学）＝高知龍馬空港 名古屋小牧空港
(20:30～21:30着)

× 弁 夕

朝 昼 夕

朝 弁 ×

19

1
日
目

約7.3ｋｍ距
100m未満標

約2時間30分時
★★難

2
日
目

約8.0km距
100m未満標

約4時間00分
（見学時間含む）

時
★★★難

3
日
目

約7.0ｋｍ距
100m未満標

約3時間00分
（見学時間含む）

時
★難

◆出発日 1泊2日 花の絨毯と断崖絶壁の絶景！

宿泊  房総小湊温泉
        「満ちてくる心の宿 吉夢」 00,000円

2ポイント

1
日
目

2
日
目

約3.0km距

約4.5ｋｍ距
100ｍ未満標

約280m標

約2時間30分
（見学時間含む）

時

約2時間30分時
★難

★★難

旅行代金出発  名鉄バスセンター ７時１０分

四季折々の花が咲くマザー牧場は
この時期、ペチュニアやサルビア
で山肌が鮮やかなピンクや赤色に
染まります。房総半島の名峰・鋸山
から見渡す360度のパノラマ、天
気、時間などにより表情を変化させ
る神秘的な話題の滝もご案内！

花の大回廊「マザー牧場」と絵画の世界「房
ぼう

総
そう

・濃
のう

溝
みぞ

の滝」コース18

マザー牧場（千葉県）
1
日
目

名鉄バスセンター＝＜東京湾アクアライン＞
＝マザー牧場（自然豊かな森と赤やピンクに
染まる花の回廊などハイキング）＝濃溝の滝
（絵画のような神秘の滝を見学）＝房総小湊
温泉 （泊）

2
日
目

ホテル＝鋸山（石切場跡、百尺観音、地獄のぞき、
千五百羅漢道、日本一の石大仏など迫力満点の
絶景ハイキング）＝金谷温泉（入浴）＝金谷港　
久里浜港＝名鉄バスセンター（21：00頃着）

× 弁 夕

朝 昼 ×

9/ 13 日

名鉄観光サービス 

■ツアー紹介
10 月 16 日出発　
小笠原諸島「父島・南島・母島」
ネイチャーハイキング
申込・問合せ
名鉄観光サービス
 （株）国内旅行部
TEL:052-582-5005
8 月１日より発売開始

中田 岳氏（名鉄観光サービス（株）国内旅行部）

　

昨
年
の
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
商
談
会
の
情
報
に
よ
り
小
笠
原
諸

島
の
新
企
画
を
発
売
し
ま
す
。
世
界
遺
産
に
な
る
に
は
様
々
な
理
由

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
を
実
際
に
行
っ
て
・
見
て
・
知
っ
て
・

学
ん
で
・
出
会
っ
て
・
感
動
し
て
頂
く
た
め
に
橋
渡
し
役
で
あ
る
私
た

ち
が
「
文
化
」「
自
然
」「
仲
間
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
味
付

を
加
え
ま
し
た
。

　

個
性
と
文
化
の
出
会
い
、
五
感
へ
の
刺
激
、
人
や
仲
間
と
の
ふ
れ
あ

い
、
新
し
い
自
分
の
発
見
、
旅
を
通
し
て
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
を
実
感
し
、

未
来
へ
の
思
い
を
育
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
唯
一
無
二
の
地

球
の
宝
だ
か
ら
こ
そ
行
く
価
値
が
あ
る
世
界
遺
産
の
旅
に
出
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

クラブツーリズム

■ツアー紹介
「世界遺産をガイドと歩く」深い知識を楽しむ大人の自然探訪旅（屋久島、小笠原諸島）
申込・問合せ
クラブツーリズム株式会社　名古屋テーマ旅行センター
TEL：052-300-0011 　E-mail：aruku.nagoya@club-tourism.co.jp

大川内貴信氏（クラブツーリズム（株）テーマ旅行部 / 名古屋テーマ旅行センター）

鳥取県日南町でオオサンショウウオの保護に取り組む団
体と、旅行会社のＪＴＢガイアレックをつなぎ、パッケー
ジ商品「オオサンショウウオ生態観察・自然保護の学び
と皆生温泉」を造成しました。ＪＣＢトラベルとも連携し、
ＪＣＢカードを所有している層に対して販売しました。

地域と企業をつなぐ取り組み紹介

クラブツーリズムあるく名古屋（コース番号 F3395-895） で検索

Network 
conference

J ES
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グ
ッ
ド
エ
コ
ツ
ア
ー
（
エ
コ
ツ
ア
ー
推
奨
制
度
）

第
15
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

Webアンケート

日本エコツーリズム協会（ＪＥＳ）  のミッション

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
ま
た
は
推
奨
す
る
顕
彰
・
推
奨
事
業
や
、
一
般
へ
の
普
及
啓
発
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
調
査
、

エ
コ
ツ
ア
ー
向
け
保
険
の
提
供
な
ど
、
実
践
の
た
め
の
環
境
を
整
え
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

環境づくり４
『
環
境
づ
く
り
』
実
践
者
サ
ポ
ー
ト

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
は
、
地
域
に
お
い
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
取
り
組
む
個
人
、
事
業
者
、
自
治
体
な
ど
を
対
象

と
し
て
、
そ
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、

広
く
紹
介
す
る
制
度
で
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
と
環
境
省
の
共
催
で

２
０
０
５
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み
分
野
は
、
１
．
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
手
法(

説
明
や
解
説)

、
２
．
環
境
保
全
の
取
り
組
み
、

３
．地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
、４
．そ
の
他
の
取
り
組
み（
相

手
の
育
成
や
教
育
機
関
と
の
連
携
な
ど
）
と
な
り
ま
す
。

　

第
15
回
の
節
目
に
、
審
査
員
長
が
東
京
大
学
大
学
院
の
下

村
彰
男
教
授
か
ら
文
教
大
学
の
海
津
ゆ
り
え
教
授
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
大
賞
、
優
秀
賞
、

特
別
賞
に
加
え
、
地
域
と
企
業
の
連
携
し
た
取
り
組
み
を
表

彰
す
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
賞
」
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
大
賞
は
「
鳥
羽
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
」、
優
秀
賞
は
「
あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室
ポ
ポ
ラ
」

「
上
市
町
観
光
協
会
」「
濃
飛
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
」
の

３
団
体
に
、
特
別
賞
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま
」「
株

式
会
社
サ
ム
ラ
イ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」「
株
式
会
社
五
千
尺　

N
ATU

RE G
U

ID
E  FIV

ESEN
SE

」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
村

観
光
推
進
協
議
会
」
の
４
団
体
に
、そ
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
賞
は
「
愛
媛
ダ
イ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
／
有
限
会
社
エ
ー
デ

ル
企
画
／
オ
レ
ン
ジ
ベ
イ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
」
と
、「
や
っ

た
ろ
うde

高
島
／
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
株
式
会
社
／
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科

学
研
究
科 

准
教
授 

鯉
渕 

幸
生 

氏
／
エ
ム
・
エ
ム
ブ
リ
ッ
ジ

株
式
会
社
／
日
本
防
蝕
工
業
株
式
会
社
／
株
式
会
社
シ
ー

ピ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
の
２
件
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
２
０
２
０
年
３
月
２
日
に
実
施
の
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
表
彰
状
の
授
与
は

環
境
省
各
地
方
環

境
事
務
所
や
郵
送

に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
も

９
月
ご
ろ
か
ら
募

集
が
始
ま
る
予
定

で
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご

応
募
を
お
ま
ち
し

て
お
り
ま
す
。

顕
彰
・
推
奨
事
業

　

グ
ッ
ド
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
）
が
お

す
す
め
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
推
奨
制
度
で
す
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
に
基
づ
く
一
定
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
ツ

ア
ー
商
品
を
推
奨
す
る
仕
組
み
で
す
。
そ
れ
は
、
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
人
が

安
心
し
て
質
の
高
い
商
品
を
選
択
で
き
る
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
、
ま
た
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
事
業
者
の

支
援
を
す
る
制
度
で
も
あ
り
ま
す
。
グ
ッ
ド
エ
コ
ツ
ア
ー
の
推
奨
を
受
け
る

こ
と
で
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
、
推
奨
ツ
ア
ー
の
告
知
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
、
グ
ッ
ド
エ
コ
ツ
ア
ー
を
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
、
イ
ベ
ン
ト
や
啓
蒙
活

動
な
ど
で
は
優
先
的
に
紹
介
す
る
な
ど
積
極
的
に
広
報
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
15
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
で
は
受
賞
団
体
の
ツ
ア
ー
を
グ
ッ

ド
エ
コ
ツ
ア
ー
に
登
録
し
ま
し
た
。
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
活
用
い
た
だ
く

こ
と
で
、
各
受
賞
団
体
の
取
り
組
み
が
広
く
認
知
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
・
調
査

会報『季刊ECOツーリズム』

会員向けに年４回発行している会報誌です。エコ
ツーリズムに関連する活動をされている方へのイ
ンタビュー記事や、テーマを設定した特集記事、
JES の活動報告などを紹介しています。

お茶を飲みながら気軽な雰囲気で各地の魅力を紹介する
イベントです。2019年度は富士山で活躍されるエコツアー
ガイドの方や、ニューカレドニア観光局からおすすめの過
ごし方等を紹介いただきました。

エ
コ
ツ
ア
ー
向
け
保
険

　

Ｊ
Ｅ
Ｓ
で
は
ジ
ェ
イ
ア
イ
傷
害
火
災
保
険
株
式
会
社
の
保
険
代
理
店
と
し

て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
向
け
の
保
険
（
普
通
傷
害
保
険
、
国
内
旅
行
保
険
、
賠
償

責
任
保
険
）
を
会
員
対
象
に
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
傷
害
保
険
と
国
内
旅
行
保
険
は
エ
コ
ツ
ア
ー
参
加
者
の
お
怪
我
等

を
補
償
す
る
保
険
で
、
例
え
ば
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
途
中
で
滑
り
怪
我
を
し
た

場
合
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の
火
傷
な
ど
、
治
療
の
た
め
の
通
院
や
入
院
、

ま
た
は
死
亡
・
後
遺
障
害
に
対
し
て
補
償
す
る
も
の
で
す
。

　

賠
償
責
任
保
険
は
エ
コ
ツ
ア
ー
の
主
催
者
向
け
の
補
償
で
、
例
え
ば
ガ

イ
ド
の
誘
導
ミ
ス
に
よ
り
ツ
ア
ー
参
加
者
が
将
棋
倒
し
に
な
り
負
傷
し
た
な

ど
、
主
催
者
（
被
保
険
者
）
が
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合

に
被
る
損
害
を
補
償
す
る
も
の
で
す
。

　

保
険
代
理
店
業
務
は
２
０
０
９
年
か
ら
開
始
し
、
２
０
１
９
年
度
は

１
３
９
団
体
、
２
６
２
件
の
契
約
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
年
間
包
括
契
約
で
あ

る
こ
と
と
、
個
人
で
の
契
約
や
小
規
模
か
ら
の
契
約
が
可
能
な
た
め
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
危
機
管
理
対
策
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

2004年から継続して行っ
ているアンケート調査で
す。アンケートは首都圏
在住の 500 人に対して
Web で行っています。

エコツーリズムに関する
消費者ニーズ調査

JES ではエコツーリズムに関する調査を請け負っています。
2019 年度は以下の二つの調査業務を行いました。
・環境省
　「自然体験コンテンツにかかる認証制度等海外事例等調査業務」
・東京都・近畿日本ツーリスト
　「小笠原諸島における外国人旅行者向け施策の検討にかかる
　企画運営業務」

調査業務

大賞受賞「鳥羽市エコツーリズム推進協議会」
中央左：協議会会長　江崎貴久氏
中央右：鳥羽市市長　中村欣一郎氏

富士登山学校ごうりき

休暇村竹野海岸
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